
Public relations of Minami-aizu

2014

３
№ 96

まちの人口（平成 26年 3月 1日現在）【住民基本台帳登録人口（外国人を含む）】

総人口 17,518 人（38 人減）  男 8,503 人（16 人減）  女 9,015 人（22 人減）  世帯数 6,864 世帯（5 世帯減）※ (　) 内は前月比
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第58回
福島県書きぞめ展

　

手
で
「
字
」
を
書
く
こ
と
が
少
な

く
な
っ
た
今
の
時
代
。
日
本
の
文
化

の
中
で
は
、
手
で
文
字
を
書
く
と
い

う
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
。
本

町
の
子
ど
も
た
ち
は
、
毎
年
、
各
書

道
展
で
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
て

い
ま
す
。

　

今
年
も
第
58
回
福
島
県
書
き
ぞ
め

展
が
行
わ
れ
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
見
事
な
書
道
の
腕
前
を
県
内
に
披

露
し
ま
し
た
。

　

毛
筆
の
部
、
硬
筆
の
部
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
た
書
き
ぞ
め
展
に
は
、
県

内
の
小
・
中
・
高
校
・
特
別
支
援
学

校
の
計
７
３
４
校
、
９
万
１
０
９
５

人
か
ら
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
最
高
賞
の
「
書
き

ぞ
め
大
賞
」
に
４
人
、「
書
き
ぞ
め

準
大
賞
」
に
８
人
、「
書
き
ぞ
め
賞
」

に
６
人
、「
書
き
ぞ
め
奨
励
賞
」
に

18
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
賞
で
も
「
最
高
学
校

賞
」
に
舘
岩
中
、「
優
秀
学
校
賞
」

に
舘
岩
小
と
田
島
中
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

平成 26 年 2 月号　広報みなみあいづ

中学生スキーヤー躍動

第58回福島県書きぞめ展受賞者（敬称略）

毛筆の部
　書きぞめ大賞
　　塩生 咲希（田島中３年）　高山 美穂（舘岩中１年）
　　星  陽南多（荒海小６年）　栗城　元（伊南小５年）　
　書きぞめ準大賞
　　中岡 咲希（舘岩中３年）　渡辺 優南（田島中２年）
　　湯田 一葉（舘岩中２年）　菅家 優里（南会津中２年）
　　馬場 理奈（南会津中１年）　大山 成美（舘岩小６年）
　　湯田菜那葉（舘岩小４年）　中山　翠（南郷小１年）
　書きぞめ賞
　　君島 早紀（荒海中３年）　川井 明日香（荒海中２年）
　　楠  友里奈（舘岩小５年）　山田 奈波（田島二小４年）
　　星  朋葉（荒海小４年）　山口 琥珀（舘岩小３年）
　書きぞめ奨励賞
　　星  美沙（檜沢中３年）　馬場 夕希奈（南会津中３年）
　　渡辺 聖南（田島中１年）　室井 麻衣（檜沢中１年）
　　星  日菜子（田島小６年）　桜木 菜々美（田島小６年）
　　渡部 結衣（田島二小５年）　宋  佳玲（荒海小５年）
　　星  わか菜（田島小４年）　渡部 さくら（伊南小４年）
　　湯田 寧 （々田島二小３年）　阿久津 伸弥（荒海小３年）
　　栗城　心（伊南小３年）　五十嵐 彩羽（南郷小３年）
　　大竹 礼奈（南郷小２年）　　　　　　
硬筆の部
　書きぞめ奨励賞
　　齋藤 舞花（舘岩小２年）　五十嵐　茜（南郷小２年）
　　山内 一生（伊南小１年）

今年も多くの中学生スキーヤーたちが、県大会、東北大会、
そして全国大会で躍動を見せてくれました。
２月14日には結果報告のため町長室を訪れました。
皆さん、これからも頑張ってください。

　

中
学
生
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
素
晴
ら
し

い
成
績
の
一
部
を
紹
介
。（
敬
称
略
、

学
校
名
の
後
の
丸
数
字
は
学
年
）

第
56
回
県
中
学
校
体
育
大
会

ス
キ
ー
大
会
（
１
月
15
日
～
17
日
）

▼
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

［
男
子
フ
リ
ー
５
㌔
］

　

優
勝　

五
十
嵐
壮
志（
南
会
津
③
）

　

６
位　

岩
渕 

龍
希（
南
会
津
①
）

　

11
位　

馬
場 

大
輔（
南
会
津
③
）

［
男
子
ク
ラ
シ
カ
ル
５
㌔
］

　

２
位　

五
十
嵐
壮
志（
南
会
津
③
）

［
女
子
フ
リ
ー
３
㌔
］

　

３
位　

齋
藤 

文
加（
南
会
津
②
）

　

４
位　

五
十
嵐 

蛍（
南
会
津
②
）

　

６
位　

齋
藤 

千
聖（
南
会
津
①
）

［
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
３
㌔
］

　

優
勝　

齋
藤 

文
加（
南
会
津
②
）

　

４
位　

五
十
嵐 

蛍（
南
会
津
②
）

　

８
位　

齋
藤 

千
聖（
南
会
津
①
）

［
女
子
リ
レ
ー
］

　

優
勝　

南
会
津
中

　
（
齋
藤 

文
加
②
、
五
十
嵐 

蛍
②
、

　

齋
藤 

千
聖
①
、
梁
取 

は
な
①
、

　

大
塚 

彩
雲
①
、
酒
井
奈
々
美
①
）

▼
ア
ル
ペ
ン
競
技

［
男
子
大
回
転
］

　

２
位　

池
上 

知
希（
南
会
津
③
）

　

５
位　

渡
部 

陽
稀（
田
島
②
）

　

６
位　

中
丸 

雄
哉（
南
会
津
①
）

［
男
子
回
転
］

　

４
位　

池
上 

知
希（
南
会
津
③
）

　

７
位　

岩
堀 

勇
樹（
舘
岩
②
）

［
女
子
大
回
転
］

　

優
勝　

大
嶋 　

柚（
荒
海
③
）

　

３
位　

室
井 

朋
花（
檜
沢
②
）

　

６
位　

星　

 

朱
音（
荒
海
②
）

［
女
子
回
転
］

　

３
位　

大
嶋 　

柚（
荒
海
③
）

　

６
位　

星　

 

美
沙（
檜
沢
③
）

大
嶋
柚
さ
ん
、
東
北
制
覇

　

第
50
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
１
月
24
日
～
26
日
）
に
は
、
県
大

会
で
上
位
の
成
績
を
収
め
た
彼
ら
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
女
子
大

回
転
の
部
で
は
、
大
嶋
柚
さ
ん
（
荒

海
中
３
年
）が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

02　中学生スキーヤー躍動
03　第58回福島県書きぞめ展
04　役場からのお知らせ
　　　美しい景観を未来へ「南会津町景観計画」施行
　　　／ストップ！危険空き家「空き家等の適正管理
　　　に関する条例」施行
06　町の動き
　　　子育て世帯の負担を軽減、子育てしやすい町を
　　　目指す／地元商店と住民の輪を広げ、まちなか
　　　に賑わいを生み出す
08　郷土の伝統芸能を全国に発信
10　まちの話題
　　　高齢者叙勲／ＪＡ共済全国小・中学生書道コン
　　　クール／とある妖精の活動報告　ほか
12　くらしの情報
18　連載　緑のふるさと協力隊奮戦記
20　ありがとう学び舎～大いちょうと伊南小学校～

［元気いっぱい、そりすべり］
　３月の南会津は、まだまだスノーシ
ーズン。暁の星幼稚園の裏山にできた
自然の遊び場に、子どもたちは大はし
ゃぎです。満面の笑顔で、何回も斜面
を往復し、そり乗りを楽しみました。
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優秀な成績を収めた舘岩小・舘岩中の子どもたち

書きぞめ大賞に輝いた作品

伊
南
小
学
校
５
年

　
　

栗
城　

元
く
ん

荒
海
小
学
校
６
年

　
　

星　

陽
南
多
さ
ん

舘
岩
中
学
校
１
年

　
　

高
山 

美
穂
さ
ん

田
島
中
学
校
３
年

　
　

塩
生 

咲
希
さ
ん
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町
は
、
自
然
と
歴
史
、
文
化
等
の

地
域
資
源
を
活
か
し
、
町
民
生
活
の

向
上
と
経
済
活
性
化
に
資
す
る
良
好

な
景
観
形
成
を
誘
導
す
る
こ
と
を
目

的
に
、『
南
会
津
町
景
観
条
例
』
お

よ
び
『
南
会
津
町
景
観
計
画
』
を
制

定
。４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

景
観
計
画
と
は

　

景
観
計
画
は
、
景
観
法
に
基
づ
き

作
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
町
は
こ
れ

ま
で
、
福
島
県
の
景
観
計
画
区
域
と

し
て
、
福
島
県
景
観
条
例
お
よ
び
景

観
計
画
が
適
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
『
南
会
津
町
景
観
条

例
』、『
南
会
津
町
景
観
計
画
』
が
施

行
さ
れ
る
こ
と
で
、
町
は
独
自
の
景

観
行
政
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。

将
来
像
と
理
念

　
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
、
緑
と
水
と
町

民
の
く
ら
し
が
共
生
す
る
景
観
づ
く

り
」
を
将
来
像
と
し
、
景
観
の
「
保

全
・
継
承
」、「
創
造
・
育
成
」、「
循

環
・
活
性
」
を
理
念
と
し
た
景
観
づ

く
り
を
す
す
め
ま
す
。

届出対象行為 届出を要する規模

建
築
物

新築または移転 高さ10ｍ超または建築面積500㎡超

増築、改築、外観を変更する修繕、色彩の
変更等

 ・上記の規模の建築物で、当該行為にかかる床面積また
　は面積の合計10㎡超
 ・当該行為によって上記の規模となるもの

工
作
物

新
築
・
移
転

擁壁、垣（生垣を除く）、塀等 高さ５ｍ超

煙突、電波塔等 高さ10ｍ超

電柱 高さ20ｍ超

その他の工作物 高さ10ｍ超または築造面積の合計が1,000㎡超

増築、改築、外観を変更する修繕、色彩等
の変更

 ・上記の工作物で、当該行為にかかる築造面積または面
　積の合計が10㎡超
 ・当該行為によって上記の規模となるもの

 ・開発行為（都市計画法第４条第12項に規定する
　開発行為）
 ・土地の開墾、土石の採取等、土地の形質の変
　更
 ・水面の埋立てまたは干拓

面積3,000㎡超または法面の高さが５ｍ超かつ延長10ｍ超

屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の
物件の堆積 高さ３ｍ超または堆積の用に供される面積が500㎡超

美しい景観を未来へ
『空き家等の適正管理に関する条例』が施行されます

ストップ！危険空き家

安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め

条
例
を
制
定

　

近
年
、
過
疎
化
や
高
齢
化
、、
ま

た
は
経
済
的
事
情
な
ど
に
よ
り
、
空

き
家
等
が
放
置
さ
れ
適
正
に
管
理
さ

れ
ず
に
倒
壊
や
防
犯
上
の
問
題
な

ど
、
周
辺
住
民
へ
の
生
活
環
境
の
悪

影
響
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
は
、こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
・

防
止
し
、「
地
域
の
良
好
な
景
観
の

保
全
」
と
「
住
民
の
安
全
で
安
心
な

暮
ら
し
」
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
『
南
会
津
町
空
き
家
等
の
適

正
管
理
に
関
す
る
条
例
』
を
制
定
。

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

 

こ
の
条
例
に
よ
り
、
空
き
家
等

の
所
有
者
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
適
正
な
管
理
を
促
す

な
ど
の
必
要
な
措
置
を
行
い
、
管
理

不
全
な
空
き
家
等
の
問
題
の
解
消
を

図
り
ま
す
。

空
き
家
等
と
は

　

人
の
居
住
や
出
入
り
が
な
く
、
継

続
的
に
使
用
が
さ
れ
て
い
な
い
状
態

を
い
い
ま
す
。
建
築
物
の
管
理
等
の

た
め
の
一
時
的
な
使
用
は
継
続
的
使

用
と
な
ら
な
い
た
め
、
適
正
に
管
理

さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
空
き
家
等
と

み
な
さ
れ
ま
す
。

　

空
き
家
は
、
そ
の
敷
地
の
管
理
も

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
空
き
家

等
」
の
定
義
に
は
、
空
き
家
の
敷
地

も
含
め
て
い
ま
す
。

管
理
不
全
な
状
態

▼
景
観
の
悪
化
な
ど
で
、
周
辺
の
環

　

境
が
著
し
く
損
な
わ
れ
て
い
る
状

　

態
▼
空
き
家
等
の
外
壁
等
、
敷
地
内
の

　

立
木
が
、
積
雪
や
台
風
な
ど
の
自

　

然
災
害
で
倒
れ
た
り
、
飛
び
散
っ

　

た
り
し
て
、
周
辺
住
民
へ
危
害
が

町の役割
　町は、管理不全な状態の空き家等の所有
者等に対し、その状況に応じて次のことを
順に行います。

■問い合わせは…
　　総合政策課 地域振興係
　　　 0241-62-6240
　　舘岩総合支所振興課
　　　 0241-78-3330
　　伊南総合支所振興課
　　　 0241-76-7715
　　南郷総合支所振興課
　　　 0241-72-2900

℡

℡

℡

℡

『南会津町景観計画』が施行されます

役 場 か ら の お 知 ら せ

4月1日 施行

景
観
計
画
区
域

　

南
会
津
町
全
域

良
好
な
景
観
形
成
の
た
め
に

届
出
を

　

計
画
で
は
、
位
置
や
規
模
、
色
彩

等
の
景
観
形
成
基
準
を
定
め
て
い
ま

す
。
下
の
表
の
よ
う
な
一
定
規
模
を

超
え
る
建
築
物
や
工
作
物
を
新
築
、

増
築
す
る
場
合
な
ど
に
は
、
役
場
へ

届
出
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

届
出
は
行
為
の
着
手
30
日
前
ま
で

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。　

景
観
計
画
の
詳
細

　

景
観
計
画
は
総
合
政
策
課
、
各
総

合
支
所
振
興
課
で
縦
覧
可
能
で
す
。

■問い合わせは…
　総合政策課 地域振興係
　　 0241-62-6240
　　 0241-62-1288
　　 h_seisaku@town.minamiaizu.lg.jp

℡

F

ア

■表　届出の対象となる行為
　

及
ぶ
恐
れ
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

　

ず
、
放
置
し
て
い
る
状
態

▼
空
き
家
等
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て

　

い
た
り
し
て
、
内
部
へ
の
出
入
り

　

が
自
由
で
、
侵
入
者
に
よ
り
火
災

　

や
犯
罪
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

　

状
態

空
き
家
等
の
管
理
は

所
有
者
等
の
責
任
で
す

　

管
理
不
全
を
原
因
と
し
て
事
故
が

発
生
し
、
他
人
に
被
害
を
与
え
て
し

ま
っ
た
と
き
は
、空
き
家
等
を
所
有
、

ま
た
は
管
理
さ
れ
て
い
る
人
が
責
任

を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

空
き
家
等
は
個
人
財
産
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
所
有
者
等
は
空
き
家
等
が

管
理
不
全
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

管
理
す
る
義
務
と
責
任
が
あ
り
ま

す
。

　

倒
壊
の
危
険
を
防
止
す
る
措
置
、

敷
地
内
に
あ
る
資
材
等
が
飛
び
散
っ

た
り
し
な
い
よ
う
に
整
理
整
頓
、
朽

ち
た
立
木
の
伐
採
等
の
適
正
な
管
理

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

実態調査

助言・指導

勧　告

命　令

公　表

代 執 行

 ・空き家等の実態調査を行います。

 ・所有者等に対し、適正な管理につい
　て助言または指導を行います。

 ・改善が見られない場合、改善期限を
　示して勧告を行います。

 ・正当な理由なく勧告に従わない場合、
　期限を定めて必要な措置を命令しま
　す。

 ・正当な理由なく命令に従わない場合、
　空き家の所在地、所有者等の住所や
　氏名等を公表します。

 ・期限を過ぎても必要な措置をせず、
　町民に危険な状態と認められる場　
　合、代執行を行います。
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は
、
保
育
所（
園
）・
幼
稚
園
に

通
う
年
長
児（
５
歳
児
）の
保
育

料
を
平
成
25
年
度
か
ら
無
料
と

し
ま
し
た
。

　

子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
に
検
討
し

た
結
果
、
わ
か
り
や
す
く
公
平
で
、
受
益
者

が
偏
ら
な
い
施
策
と
し
て
実
施
し
た
も
の

で
、
国
の
動
向
を
先
取
り
し
た
、
県
内
で
も

他
に
例
の
な
い
子
育
て
支
援
制
度
に
な
っ
て

い
ま
す
。
町
は
事
業
検
証
の
た
め
、
３
歳
児

以
上
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
意
見
も
参
考
に
し
、
26

年
度
も
年
長
児
の
保
育
料
無
料
化
を
継
続
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
病
気
の
早
期
発
見
と
早
期
治

療
を
す
す
め
、
健
や
か
な
成
長

と
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
独
自
の
政
策
と
し
て
、
平
成

22
年
10
月
よ
り
「
中
学
生
」
以
下
の
「
子
ど

も
医
療
費
助
成
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

保
険
診
療
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
無
料
に

し
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
は
10
歳
ま
で
と
い

う
自
治
体
が
多
い
中
、
県
内
他
市
町
村
よ
り

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
平
成
24
年
10
月
か
ら
は
、
県
の

子
育
て
支
援
対
策
、
原
子
力
災
害
対
策
に
よ

り
、
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
対
象
年
齢
が

18
歳
ま
で
拡
大
さ
れ
、
医
療
費
自
己
負
担
分

を
無
料
化
し
て
い
ま
す
。

子育て世帯を支援
年長児保育料無料を継続

町

町

子どもの健やかな成長が目的
子ども医療費無料化

「子ども医療費無料化」をおさらい

①医療費が無料になるのは…
　町に住所がある０歳～ 18歳までの子ども
　※18歳になった日以後の最初の３月31日
　　までが対象となります。

②対象になる医療費は…
　健康保険が適用になる医療費の自己負担
　額と、入院したときの食事代が対象にな
　ります。

健康福祉課  0241-62-6170

住民生活課 0241-62-6120

問

問

道標

　
会
津
町
商
品
券
連
合
会
が

町
か
ら
の
補
助
を
受
け
、
昨

年
６
月
に
発
売
し
た
「
南

会
津
町
プ
レ
ミ
ア
ム
絆
商
品
券
」
は
、

７
月
か
ら
12
月
ま
で
の
６
か
月
間
の
期

間
中
、
町
内
全
域
の
２
５
５
店
舗
で
利

用
さ
れ
、
地
元
商
店
の
利
用
促
進
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　
「
絆
商
品
券
」
の
効
果
は
、
消
費
者

に
よ
る
地
元
商
店
の
利
用
促
進
は
も
と

よ
り
、
各
商
店
で
も
商
品
券
利
用
で
の

10
％
サ
ー
ビ
ス
や
限
定
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
な
ど
に
取
り
組
む
な
ど
、
地
元
商
店

の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

プレミアム絆商品券で
地元商店の利用促進

　
成
21
年
度
に
誕
生
し
た
南

会
津
町
商
工
会
で
は
、
各

地
域
の
商
工
業
者
の
連
携

が
醸
成
さ
れ
、
地
域
の
垣
根
を
越
え
た

活
動
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
は
「
南
会
津
町
商
工
産

業
ま
つ
り
」
を
初
め
て
開
催
。
各
地
域

の
商
工
業
者
で
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
自
ら
の
発
想
で
地
元
商
店
の
出
店

や
町
内
10
社
の
企
業
紹
介
、
自
衛
隊
な

ど
各
機
関
の
協
力
に
よ
る
特
殊
車
両
の

試
乗
な
ど
を
行
い
、
２
千
人
を
超
え
る

入
場
者
で
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
ま
し

た
。

　

町
で
は
今
後
も
、
商
工
会
と
連
携
を

初めて開催し、成功。
南会津町商工産業まつり

商工観光課  0241-62-6200問

図
り
つ
つ
、
ま
ち
な
か
の

賑
わ
い
づ
く
り
や
地
域
経

済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

平

南

がんばる
企業紹介

　㈱エコロニューム（阿久津隆広代表取締役）は、
平成22（2010）年4月、森之前工業団地で創業し、
最先端の技術と設備により、環境エネルギーやス
マートグリッド関連製品の企画・開発・製造・販
売を行っています。
　同社は、商業用電源不要のソーラー発電式多機
能ベンチ「オルトベンチ」を開発し、緊急災害時
に役立つ製品として、平成24年度福島県新事業分
野開拓者認定事業者に認定されました。
　また、昨年8月には子どもたちの防犯と地域の
安全および自然エネルギー学習活用のため、町内
の全小中学校に同社製品「オルトライト（蓄電池
一体型ソーラー防犯灯）」を寄贈するなど、地域貢
献にも取り組んでいます。

自然環境に配慮した
新しいモノづくりを目指して　～㈱エコロニューム

本　　社
南会津町糸沢字森前456
従業員数
35人
主要製品
二次電池検査装置、
ＢＥＭＳ（※1）、
ＨＥＭＳ（※2）

※1 事業所用電力使用量管理システム
※2 家庭用電力使用量管理システム

主要製品の一つ
「オルトライト」

工場内風景

商工観光課  0241-62-6200問

02 地元商店と住民の輪を広げ、
まちなかに賑わいを生み出す

子育て世帯の負担を軽減、
子育てしやすい町を目指す

町の「これまで」と「これから」を結び
未来の南会津へとつなぐ道標 町 動の き

道標
01

Signpost of Minamiaizu

　　　20％プレミア
　　　ム付商品券は、
　　1億2,000万円分。
　　大型店でも使用
　　可能な10％プレ
　ミアム付商品券は、
　3,300万円分発売さ
　れ、好評を博しま
　した。

多くの人で賑わった商工産業まつり

［対象者］370人　［回答者］322人（87％）

■年長児無料化の有効度

大変有効
85.4％

ある程度有効
9.3％

あまり有効でない、わからない
5.3％ 有効な理由

教育費や教材費、レジ
ャーに充てることがで
きた（36.1％）

生活費に充てることが
できた（31.2％）

子どものために貯金で
きた（29.2％）

１位

２位

３位

■無料化の今後について
回答項目 割合

同じ内容で続けた方がよい 54.3％
もっと減免の範囲を広げるべき 40.7％
無料化はやめた方がよい 1.2％
その他 3.7％

保育料無料化事業に関するアンケート結果
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「さんさしぐれ」を上手く踊れ
るよう頑張って稽古します。

　

今
年
の
５
月
４
、５
日
に
石
川

県
小
松
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
16

回
全
国
子
供
歌
舞
伎
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
in
小
松
」
に
田
島
祇
園
祭
屋

台
歌
舞
伎
保
存
会
の
子
供
た
ち
が

出
演
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、

全
国
の
有
名
な
子
供
歌
舞
伎
の
団

体
か
ら
毎
年
２
団
体
出
演
。
田
島

祇
園
祭
屋
台
歌
舞
伎
保
存
会
は
平

成
13
年
以
来
、
13
年
ぶ
り
の
出
演

と
な
り
ま
す
。

　

子
供
役
者
の
皆
さ
ん
は
、
南
会

津
町
独
自
の
演
目
「
時
津
風
日
の

出
の
松
～
鴫
山
城
内
の
段
～
」
を

立
派
に
演
じ
切
り
、「
歌
舞
伎
の

ま
ち
南
会
津
町
」
を
全
国
に
発
信

し
た
い
と
一
生
懸
命
稽
古
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
、
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

自分の役を精一杯演じ、お客
さんに感動を与えたいです。

自分の演技も頑張りながら、
舞台の裏でみんなを応援し、
見る人を感動させたい。

難しい役だけど、間違えず良い
演技をしてお客さんに感動を与
えたい。

片倉を堂々と演じ、歌舞伎を見
に来た人を感動させたい。

観客の皆様に楽しんでいただ
く為に、練習したことを精一
杯出し、良い演技をしたいと
思います。

人を感動させられる演目だ
から、全てをきっちり覚え、
最高の演技をしたい。

自分の義太夫で役者を引き立て
られるようにしたい。ミスなく
成功させてお客さんに感動を与
えられるような舞台にしたい。

渡部 幸
こうだい

太くん
（旭田小５年）

渡部 まりあさん
（田島小６年）

星   真
ま う

羽さん
（田島小２年）

佐藤 恭
の り か

香さん
（田島中３年）

義太夫皆川 久馬 役 左馬之助 役 伊達家家臣 役

練習の成果を十分に出し、
最高の演技をしたいです。

セリフを大きな声で、ゆっく
りと、はっきりと間違えない
で言いたい。みんなで成功さ
せたい。

踊りの振付が難しかったけど、
一生懸命頑張りました。本番
ではもっと上手にできるよう
に頑張ります。

お客さんに良い演技をみせ
たい。

菅原 佑
ゆ は る

晴さん
（田島小４年）

渡部 彩
あ む

夢さん
（田島小１年）

千草 役 若愛 役 長沼家家臣 役 玄番丞 役

猪股 和
か ず さ

彩さん
（田島小４年）

湯田 里
り ほ

穂さん
（旭田小４年）

菊地   翔
しょう

くん
（田島小６年）

渡邊 陽
は る か

風さん
（田島小６年）

湯田 寛
ひ ろ と

人くん
（旭田小６年）

渡部 珠
し ゅ ら

羅さん
（田島小６年）

長沼 盛秀 役 御台所 役 隼人之助 役 片倉 小十郎 役

会津田島祇園祭で歌舞伎を演じてみたい方、
歌舞伎に興味のある方、
一緒に歌舞伎をやりませんか。

［応募資格］７歳～ 50歳くらいまでの方で、性
別は問いません。

［募集締切］３月28日（金）
［申込先］生涯学習課 芸術文化係

　　　　　　0241-62-6311
※申込方法等、詳細については、生涯学習課
　までお問い合わせください。

田島祇園祭屋台歌舞伎保存会は、
子供役者、大人役者を大募集しています！

出演者の
　コメント

「
第
16
回
全
国
子
供
歌
舞
伎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
小
松
」出
演
決
定

田
島
祇
園
祭
屋
台
歌
舞
伎
保
存
会

郷
土
の
伝
統
芸
能
を
全
国
に
発
信

時
ときつかぜ
津風日

ひ
の出

で
の松
まつ
　

鴫
しぎやまじょうない
山城内の段

だん

　田島地域にある中世の山城「鴫山城」が舞台の物語。
　天正年間、城主の長沼盛秀が伊達政宗の軍勢に攻められ、

演目を
　チェック

　最初、恥ずかしがりながら演じ
ていたのが、今では大きな声で
堂々とセリフを言っています。子
どもたちの成長の速さと可能性に
は、本当に驚かされます。本番で
は、観客の皆さまに最後まで暖か
いご声援をいただけるよう、一生
懸命に頑張ってください。皆さん
なら絶対に大丈夫です。

　役者の皆さん、本格的な舞台で
演じるのは初めての経験だとは思
いますが、日頃の稽古の成果を発
揮すれば必ずお客様に感動してい
ただけ、大成功すると思います。
　精一杯頑張ってきてください。
応援しています。渡部 信さん

（役者保護者）

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

恭順の意を示すか、一戦を交えるか判断に迷います。
　合戦になれば、長沼家の滅亡は目に見えていると考えた家老の隼人之助は、
罪を一身に背負うため、伊達家の重臣の目の前で切腹し、命をかけて伊達家
と和睦することを嘆願するというものです。

星 英里奈さん
（子供歌舞伎OG/

田島高3年）
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　２月11日、スポーツ雪合戦がびわのかげ野球場
で行われました。
　小学生までのジュニアの部に６チーム、中学生
以上の一般の部に11チームが出場し、白熱した試
合を繰り広げました。
　参加者は冬晴れの下、互いに雪玉をぶつけ合っ
たり、相手チームのフラッグを奪ったりしながら、
爽やかな汗を流していました。

東京都文京区と雪ふれあい交流事業

白熱バトル！雪合戦

長年の功績、栄えある受章

　２月10日、高齢者叙勲で瑞宝単光章を受章した
君島清美さん（岩下）への伝達式が、君島さんの自
宅で行われました。
　君島さんは、昭和22年に入団されて以来、36年
４か月の長きにわたり旧舘岩村消防団で活躍され
ました。
　君島さんは「米寿を迎え、思いもかけない立派
なものをいただき、たいへんうれしく思います」
と、喜びの声を聞かせてくれました。

高齢者叙勲・君島清美さん

今後、まちの駅で販売
予定となっています。
見かけたら、ぜひ食べ
てみてください。

大人も子どもも夢中になった雪合戦

　福島県授産事業振興会の主催による平成25年度
第16回授産施設新製品（商品）開発コンクールで、
NPO法人あたご（渡部孝二理事長）が開発した「柿
ちっぷす」が福島民報社賞を受賞しました。
　この柿ちっぷすは、会津見知らず柿を減圧平衡
発熱乾燥法で乾燥させたもので肉厚で甘みが凝縮
されており、しっとりとした食感が特徴の商品で
す。商品の安全性や工夫、購買意欲の度合いの高
さなどが評価されての受賞となりました。

しっとり、絶品「柿ちっぷす」
NPO法人あたごが開発

　「一人では書けなかった作品」と振り返ってくれ
た咲希さん。
　このたび、咲希さんは「第57回ＪＡ共済全国小・
中学生書道コンクール」条幅の部で、文部科学大
臣奨励賞を受賞しました。
　コンクールには、全国の小・中学校から146万
412点もの作品が寄せられました。咲希さんが受
賞した文部科学大臣奨励賞は、農林水産大臣賞に
次ぐ成績です。
　咲希さんは「喜びと同時に驚きの気持ちでいっ
ぱいです。今年が応募できる最後の年だったので、
納得のいくまで書きました。私が諦めそうになっ
たときも熱心に指導してくださった先生、送り迎
えなどで支えてくれた家族に感謝しています。本
当にありがとうございました」と、喜びの声を寄
せてくれました。

みんなに感謝の奨励賞受賞
ＪＡ共済全国書道コンクール
　文部科学大臣奨励賞

高齢者叙勲を受章した君島さん。
旧舘岩村消防団では分団長として活躍しました。

子どもたちへの森林学習が評価

　２月５日、福島県林業総合センターにおいて福
島県林業研究グループ等活動発表会が開催され、
舘岩地区林業振興協議会が最優秀賞の県知事賞を
受賞しました。
　同会は、さいたま市の小中学校と連携した森林
環境学習や舘岩小・中学校における出前講座等、
子どもたちへの森林学習による地域貢献が評価さ
れての受賞となりました。　

舘岩地区林業振興協議会が県知事賞

２月19日、関係者が町長室を訪れ、受賞を報告しました。

暁の星幼稚園に「んだべぇ」訪問
　２月12日、町のゆるキャラ「んだべぇ」が暁の
星幼稚園を訪問しました。
　『町の子どもたちと遊びたいべぇ』と、町内の
保育所・保育園・幼稚園を訪れてきた「んだべぇ」
ですが、その訪問も暁の星幼稚園で一回り。
　子どもたちは「んだべぇ体操」を一緒に踊っ
たり、お土産に「んだべぇシール」をもらっ
たり、終始笑顔。楽しいひとときを過ご
しました。

みんなと遊べて楽しかったべぇ。また遊ぼうなぁ

「行書の基本をマスターし、
切れの良い明快な線が光り、
バラバラになりがちな造形的
に難しい課題を“確実な判断”
で見事にこなした」と評され
た咲希さんの作品

　２月９日、本町と東京都文京区の雪ふれあい
交流事業は区内の窪町小で行われました。
　雪を地域資源として活用し、地域のイメージ
アップ、都市交流人口の拡大を図るために実施
している事業で、町観光物産協会南郷支部の主
催、南会津高校の生徒たちも参加しました。
　南郷地域から運んだ雪でかまくらや滑り台を
作り、東京の子どもたちに雪遊びを満喫しても
らいました。

東京の子どもたちと遊んだべぇ

ゆるキャラ「んだべぇ」も参加し、子どもたちと
触れ合いました。

南会津スポーツ雪合戦

んだべぇ

受賞報告に訪れた渡部理事長

塩生 咲
さ き

希さん（田島中３年）・田部原第一
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め
の
措
置
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
税
込
価
格

　

に
よ
る
表
示
を
し
な
く
て
も
よ
い
と
す
る

　

特
例
（
表
示
例
＝
１
０
０
円
（
税
抜
き
））

②
転
嫁
拒
否
等
に
関
す
る
措
置

　
　

事
業
者
間
の
取
引
で
、
税
率
の
引
上
げ

　

分
の
転
嫁
を
拒
ん
だ
り
、
チ
ラ
シ
や
店
頭

　

で
転
嫁
を
阻
害
す
る
表
示
（
例
え
ば
「
消

　

費
税
還
元
セ
ー
ル
」
等
の
表
示
）
を
規
制

　

す
る
措
置

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w.nta.go.jp

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
が

変
わ
り
ま
す

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
税
率
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

　

今
回
の
引
き
上
げ
に
際
し
、
消
費
税
の
円

滑
か
つ
適
正
な
転
嫁
を
確
保
す
る
た
め
、
消

費
税
転
嫁
対
策
特
別
措
置
法
に
よ
り
、
次
の

よ
う
な
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

①
総
額
表
示
義
務
の
特
例

　
　

税
込
価
格
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
な
い
た

℡

平
成
26
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
総
合
職

試
験
（
院
卒
者
試
験
・
大
卒
程
度
試
験
）
お

よ
び
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

［
総
合
職
試
験
］

申
込
受
付
期
間
＝
４
月
１
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　

～
４
月
８
日（
火
）

第
１
次
試
験
＝
４
月
27
日（
日
）

［
一
般
職
試
験
］

申
込
受
付
期
間
＝
４
月
９
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　

～
４
月
21
日（
月
）

第
１
次
試
験
＝
６
月
15
日（
日
）

　

申
込
方
法
や
受
験
資
格
等
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

人
事
院
東
北
事
務
局 

第
二
課 

試
験
係

　

０
２
２
（
２
２
１
）
２
０
２
２

　

http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

平
成
26
年
度

国
税
専
門
官
採
用
試
験（
大
卒
程
度
）

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ

れ
る
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格

①
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月

　

１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で

　

次
に
掲
げ
る
も
の

　

(1)
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平
成
27
年

　
　

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

　
　

の
者

　

(2)
人
事
院
が
(1)
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

　
　

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

受
験
申
込
受
付
期
間

 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
４
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
４
月
14
日（
月
）

 

・
郵
送
、
持
参
＝
４
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　

～
４
月
２
日
（
水
）

第
１
次
試
験
日
＝
６
月
８
日
（
日
）

　

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
。
郵
送
、

　

持
参
用
受
験
申
込
書
の
請
求
は
、
田
島
税

　

務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
ま
た
は

　

人
事
院
東
北
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

　

仙
台
国
税
局 

人
事
第
二
課 

試
験
研
修
係

　

０
２
２
（
２
６
３
）
１
１
１
１

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

　

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
。

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、「
こ
こ

ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

昨
今
、
笑
い
が
健
康
に
良
い
こ
と
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。「
笑
い
の
健
康
効
果
」と「
笑

い
を
生
か
し
た
効
果
的
な
ス
ト
レ
ス
解
消

法
」
等
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

精
神
科
医
師
よ
り
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
周
り
の
方
に
対
す
る
「
こ
こ
ろ

へ
の
寄
り
添
い
方
」
も
学
べ
る
場
で
す
。

　

３
月
24
日
（
月
）
午
後
２
時
～
午
後
４
時

ア 問℡

　指導員資格を取得した町民が講師となり、
教室を開催します。
　参加者それぞれの「心」と「身体」の健康
を目的とし、『健康太極拳に興味がある』『少
し触れてみたい』等、これから健康太極拳を
始める方にはぴったりのコースです。
　下記のとおり、受講者を募集しますので、
ぜひご参加ください。

　毎月、次の日程で行います。参加できる日
　に来ていただいて構いません。
　・第２日曜日　午前10時～正午
　・第３水曜日　午後１時～午後３時
　　　　　　　　午後６時30分～午後８時30分
　・第４日曜日　午前10時～正午
　40人
　無料
募集期間
　３月17日（月）～３月28日（金）
その他
　開催場所などの詳細については、下記まで
　お問い合わせください。
　公益財団法人 南会津町振興公社
　0241-62-2442

県
立
南
会
津
病
院
に

漢
方
内
科
が
開
設
さ
れ
ま
す

　

県
立
南
会
津
病
院
は
、
平
成
26
年
４
月
１

日
よ
り
「
漢
方
内
科
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

現
代
医
学
だ
け
で
は
治
療
困
難
な
難
病
、

治
療
法
は
あ
る
が
副
作
用
が
あ
る
、
複
数
の

病
気
の
た
め
に
治
療
が
大
変
な
ど
の
際
に
、

も
う
一
つ
の
治
療
法
と
し
て
、
現
代
医
学
と

の
併
用
も
含
め
て
お
役
に
立
ち
ま
す
。

診
療
日
・
時
間

　

毎
週
火
曜
日　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

医
師

　

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
の
応
援

診
療
申
込
み

　

予
約
制
に
よ
る
診
療
に
な
り
ま
す
。
診
療

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
県
立
南
会
津
病
院

医
事
課
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

０
２
４
１
（
６
２
）
７
１
１
３

自
動
車
の
登
録
状
況
の
確
認
を

　

自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の
登
録
名
義

人
で
あ
る
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
自
動

車
の
売
買
や
転
居
等
を
さ
れ
た
場
合
、
次
の

こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

・
自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た
り
、
他
の
人

　

に
譲
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
必
ず
運
輸
支

　

局
で
移
転
登
録
ま
た
は
抹
消
の
手
続
き
を

　

し
て
く
だ
さ
い
。

 

・
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
運
輸
支
局
に

　

登
録
し
て
あ
る
住
所
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

転
居
し
た
と
き
は
、
必
ず
運
輸
支
局
で
変

　

更
登
録
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・
壊
れ
て
動
か
な
く
な
っ
た
り
、
車
検
切
れ

　

で
使
用
し
な
く
な
っ
た
車
で
も
、
登
録
さ

　

れ
て
い
る
限
り
は
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ

　

ま
す
。
使
用
し
な
い
車
を
所
有
し
て
い
る

　

と
き
は
、
必
ず
運
輸
支
局
で
抹
消
の
手
続

　

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・
運
輸
支
局
へ
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、南
会

　

津
自
家
用
自
動
車
組
合
や
自
動
車
販
売
店
、

　

整
備
工
場
等
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

南
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　

０
２
４
１
（
６
２
）
５
２
１
２

　

０
２
４
１
（
６
２
）
５
２
１
４

問

℡

日

料

問℡℡

試 

験

　

御
蔵
入
交
流
館
・
文
化
ホ
ー
ル

　

無
料

　

事
前
予
約
制
で
す
の
で
、３
月
19
日
（
水
）

　

ま
で
に
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
へ
お
申

　

込
み
く
だ
さ
い
。

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所 

保
健
福
祉
課

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

南
会
津
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

３
月
22
日
（
土
）
午
後
２
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
場

　

御
蔵
入
交
流
館
文
化
ホ
ー
ル

出
演
団
体

　

田
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
、田
島
吹
奏
楽
団
、

　

下
郷
中
学
校
吹
奏
楽
部

　

無
料

主
催
＝
南
会
津
町
文
化
ホ
ー
ル
運
営
委
員
会

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
３
１
１

　

催 

し

平成 26 年度
健康太極拳講習会（健康目的コース）

受講生を募集します

定

お
知
ら
せ

ア

問℡ 申

問℡ 申 料 場

日

日料 場問℡℡
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雇用・企業支援コーナー

youtube  南会津  求職者支援情報 検 索

　ハローワークの求人情報は、毎月5日・20日
に発行されており、「ハローワーク南会津」およ
び南会津町ホームページでも確認することがで
きます。
　町内で現在募集中の求人数

　※上記求人にはすでに決定している場合も　
　　あります。その際は、あらかじめご了承　
　　ください。
　問い合わせ＝ハローワーク南会津
　　　　　　　℡ 0241-62-1101

正 規 職 員 135人 前月比
199％

非正規職員
（臨時・パート職員） 212人 前月比

188％

ハローワーク求人情報

　いよいよ申込み開始。
　この研修会を機に、ふるさと南会津へ帰郷
されませんか？

▼介護職員初任者養成科研修
　〈求職者支援訓練〉　（厚生労働大臣認定）
訓練期間＝５月９日（金）～８月８日（金）
募集期間＝３月17日（月）～４月11日（金）
訓練会場＝あたご館（田島地域）
定員＝15人
実施予定者＝㈱ニチイ学館福島支店 郡山校
問い合わせ＝ハローワーク南会津
　　　　　　℡ 0241-62-1101
＊求職者支援訓練とは
　主に雇用保険を受給できない方が、職業訓練
によるスキルアップを通じて早期再就職を実現
するために、国が支援する制度です。一定条件
を満たすことで、訓練期間中「職業訓練受講給
付金」が支給されます。
＊詳しい内容はこちら

無料！

地元に就職！介護スタッフを目指そう

　来年度、町内に事業所を開設する「㈱EWMフ
ァクトリー」では、現在、町内事業所に勤務す
る人を募集しています。
　同社の業務内容や募集内容などは、同社のホ
ームページでご確認ください。
＊詳しい内容はこちら

ＩＴ企業
「EWMファクトリー」人材募集中

EWMファクトリー 検 索

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
期
間
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
法
律
が
改
正
さ
れ
、

申
請
時
点
か
ら
２
年
１
か
月
前
ま
で
の
期
間

に
つ
い
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除（
学
生
納

付
特
例
含
む
）等
を
申
請
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
23
年
度
分
と
平
成
24

年
度
分
に
つ
い
て
、
４
月
以
降
あ
ら
た
め
て

免
除
等
を
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

学
生
も
、
学
生
で
あ
っ
た
期
間
が
確
認
で
き

れ
ば
、
あ
ら
た
め
て
学
生
納
付
特
例
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■問い合わせ：住民生活課 国保年金係
　　　　　　　　0241-62-6120

る
人（
昭
和
19
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
）か
ら
順
に
自
己
負
担
割
合
が
２

割
に
な
り
ま
す
。（
左
記
の
と
お
り
）

　

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で
70
歳
以
上

の
人（
昭
和
19
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
）は
、
１
割
負
担
の
ま
ま
変
わ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
生
年
月
日
に
か
か
わ
ら

ず
、
収
入
が
一
定
以
上
あ
り
現
役
並
み
所

得
者
と
判
定
さ
れ
る
人
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
３
割
負
担
の
ま
ま
で
す
。

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

70
歳
以
上
74
歳
ま
で
の
人
の

医
療
費
自
己
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

　

70
歳
に
な
る
と
、「
高
齢
受
給
者
証
」

が
交
付
さ
れ
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と

き
の
自
己
負
担
割
合
や
自
己
負
担
限
度
額

が
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
法
律
で
２
割
負
担
の
と

こ
ろ
を
１
割
負
担
に
軽
減
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
26
年
４
月
以
降
、
70
歳
に
な

国
民
健
康
保
険
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

70 ～ 74歳の人の医療費自己負担割合

一般
低所得Ⅰ
低所得Ⅱ

１割

これまで

昭和19年4月1日
以前に生まれた人

１割 これまで
どおりです。

昭和19年4月2日
以降に生まれた人

２割 変更に
なります。

平成26年４月から

　70歳になり２割負担に変更になると、自
己負担限度額も変更になります。

区分 69歳から70歳になると

外来（一般課税世帯） 80,100円 → 12,000円
入院・外来

（一般課税世帯） 80,100円 → 44,000円

※現役並み所得者の自己負担割合は、
　これまでどおり３割になります。

平成 26・27 年度の
福島県後期高齢者医療保険料率が決定

　平成26・27年度の福島県後期高齢者医
療保険料率が決定しました。

区分 現行の保険料率
（平成24・25年度）

新しい保険料率
（平成26・27年度）

均等割額 40,000円 41,700円

所得割額 7.76％ 8.19％

　平成26年度の保険料は、８月以降にお知
らせします。また、所得の低い人や被用者
保険の被扶養者であった人に対する「保険
料の軽減」は、26年度も継続されます。

　　　収入別の新保険料（年額）
　　　＊単身者、収入は公的年金のみの場合

ケース 現行の保険料額 新しい保険料額
年金収入
80万円 4,000円 4,100円

+100円
年金収入
150万円 6,000円 6,200円

+200円
年金収入
250万円 115,200円 121,100円

+5,900円
■問い合わせ
　福島県後期高齢者医療広域連合　024-528-9025
　住民生活課国保年金係　　　　　0241-62-6120

参　考
申
請
時
の
注
意
点

①
年
度
ご
と
に
申
請
書
の
提
出
が
必
要

　

１
枚
の
申
請
書
で
申
請
で
き
る
の
は
、
７

月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
の
１
年
度
分
で
す
。

　

複
数
年
度
の
申
請
を
希
望
す
る
場
合
は
、

年
度
ご
と
の
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

②
過
去
の
所
得
で
審
査
し
ま
す
。

　

申
請
す
る
年
度
に
対
応
す
る
前
年
所
得
に

基
づ
き
審
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
世
帯
主

や
配
偶
者
が
い
る
人
は
、
世
帯
主
や
配
偶
者

の
所
得
審
査
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
者
本

人
の
所
得
が
少
な
い
場
合
で
も
免
除
承
認
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

失
業
等
の
特
例
免
除
対
象
期
間
も
拡
大

　

災
害
や
失
業
等
を
理
由
と
し
た
免
除（
特

例
免
除
）は
、
前
年
所
得
が
多
い
場
合
で
も

所
得
に
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
や
失
業
等
の

あ
っ
た
月
の
前
月
か
ら
免
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

※
申
請
時
点
の
前
年
４
月
以
降
に
失
業
等
の

　

事
由
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

※
世
帯
主
や
配
偶
者
が
い
る
人
は
、
世
帯
主

　

や
配
偶
者
が
所
得
要
件
を
満
た
し
て
い
る

　

か
、
失
業
等
の
特
例
に
該
当
し
て
い
る
必

　

要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

会
津
若
松
年
金
事
務
所

　

０
２
４
２
（
２
７
）
５
３
２
１

　

住
民
生
活
課 

国
保
年
金
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
２
０

　

舘
岩
総
合
支
所
町
民
課 

住
民
税
務
係

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
５

　

伊
南
総
合
支
所
町
民
課 

住
民
税
務
係

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
３

　

南
郷
総
合
支
所
町
民
課 

住
民
税
務
係

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
２
２
５

引
越
相
談
所
開
設

　

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、
引
越
シ
ー

ズ
ン
で
あ
る
３
～
４
月
の
２
か
月
間
、「
引

越
相
談
所
」を
開
設
し
、
電
話
な
ど
で
引
越

等
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

緑
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
し
て
の

引
越
や
、
引
越
に
伴
う
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、「
引

越
相
談
所
」に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

引
越
相
談
所
連
絡
先

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
津
支
部

　

０
２
４
２
（
２
４
）
４
８
５
５

　

０
２
４
２
（
２
５
）
２
１
９
９

相
談
受
付
時
間

　

電
話
で
の
相
談
は
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で（
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
は
終
日
受
け
付
け
て
い
ま
す
。）

そ
の
他

　

引
越
は
、
下
見
や
見
積
も
り
を
的
確
に
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に

も
、
運
賃
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
等
を
打
ち
合
わ
せ

し
ま
し
ょ
う
。

問℡問℡問℡問℡問℡

相 

談

℡Ｆ

参　考
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※ 地域指定のないものは全地域対象です。

３・４月の
日曜当番医

医院名 電話
3 月
23 日 馬場医院 0241-62-0141
30 日 なかやクリニック 0241-73-2036
4 月

6 日 小野木クリニック 0241-76-7780

　福島県と県立医科大学では、震災後４か月間の
外部被ばく線量を推計する基本調査について、よ
り記入・回答しやすい問診票の『簡易版』を作成
しました。
　この『簡易版』は、避難などの移動回数の少な
い方がご利用できます。
　『簡易版』で回答できるかどうかをお調べいたし
ますので、基本調査問診票の回答がまだの方はお
問い合わせください。
　なお、『簡易版』は南会津町保健センターに備え
付けてあります。お気軽にお申し出ください。
　基本調査の結果は、お一人お一人にお知らせい
たします。皆さんの将来の健康管理のために、ぜ
ひご回答ください。
問い合わせ＝福島県立医科大学　放射線医学
　　　　　　県民健康管理センター
　　　　　　℡ 024-549-5130
　※土日、祝日を除く午前９時～午後５時

県民健康管理調査　基本調査問診票
『簡易版』ができました

※午前中のみの診察
です。ご注意ください。

むし歯ゼロで元気な笑顔
今月は7人のお友だちがむし歯ゼロでした！

土橋　輝
きら

くん

（南郷）

馬上 莉
り か

果ちゃん

（田島）

酒井　仁
じん

くん

（南郷）

4月16日（水） ３～４か月児健康診査
［受付］12：15 ～ 12：45
［会場］保健センター
［対象］平成25年12月生まれ

4月17日（木）１歳児健康相談（田島地域）
［受付］13：30 ～ 13：45
［会場］保健センター
［対象］平成25年３～４月生まれ

４月の健診（検診）のご案内

医院名 電話
4 月
13 日 愛輝診療所 0241-78-8688
20 日 あべクリニック 0241-62-8733
27 日 きむらクリニック 0241-62-5576

渡部 笑
え あ

空ちゃん

（田島）

渡部 優
ゆ う し

志くん

（田島）

山内 悠
ゆうせい

晟くん

（田島）

湯田 修
しゅうへい

平くん

（田島）

　平成 26 年２月 20 日現在、76 件のふるさと納
税（応援寄附金）をいただきました。

南会津町図書館
℡ 0241-62-5522

住　所 氏　名
千葉県柏市 入井 信男 様

福島県郡山市 本栁 枝美 様
愛知県名古屋市 高橋 博紀 様
東京都八王子市 三須 富美 様

計 ４件

《お楽しみえいが会》
■日時＝ 3 月 15 日（土）　午前 10 時 30 分～
■場所＝図書館内読み聞かせコーナー
■対象＝幼児～小学校低学年
■上映作品＝おじゃる丸～マロのゆかいな世界～
※申込みは不要です。直接会場にお越しください。

■ふるさと納税（応援寄附金）■ありがとうございます
■問い合わせ：総合政策課 地域振興係
　　　　　　　　0241-62-6240

が休館日

開館時間

　10:00 ～ 18:00

４月の休館日

３月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

【一般図書】
　乙女の読書道　　　　　　　　池沢　春菜　著
　ストーカー病　　　　　　　　福井　裕輝　著
　神様のホテル　　ビクトリア・スウィート　著
　馬喰　　　　　　　　　　　　松林　要樹　著
　偽悪のすすめ　　　　　　　　　坂上　忍　著
　私の暮らしかた　　　　　　　大貫　妙子　著
　左目に映る星　　　　　　　奥田　亜希子　著
　山桜記　　　　　　　　　　　　葉室　麟　著
　その手をにぎりたい　　　　　柚木　麻子　著
　夜明けのラジオ　　　　　　　　石田　千　著
【児童図書】
　時計がわかる本　　　　　　　矢玉　四郎　著
　医者になりたい君へ　　　　　須磨　久善　著
　あたらしい子がきて　　　　　岩瀬　成子　作
　がっこうのおばけずかん　　　　斉藤　洋　作
　おりがみにんじゃ　　　つきおか　ゆみこ　作
　つぎのかたどうぞ　　　　　　飯野　和好　作
　おへそのあな　　　　　　　長谷川　義史　作
　あみだだだ　　　　　　　　谷川　俊太郎　文
　ディズニープリンセスはるのおはなし
　　　　　　　　　　　　駒田　文子　構成・文

新着本案内

イベント案内

【納税された方からのメッセージ】※順不同
　▼田島歌舞伎に協力しているので、伝統歌舞伎
　　保存会へ。
　▼自然保護、伝統品を守っていってください。
　▼田島も高齢化が進んでいると思いますので、
　　わずかですが福祉にお役立てください。
　　両親が田島町出身で、現在も祖母とともに住
　　まわせていただいております。
　▼遠い親せきが住んでいます。

　詳しくは、町ホームページをご覧ください。

平成 26 年１月 21 日～２月 20 日確認分

南会津町　ふるさと納税 検 索

中荒井地区で集会施設を改修
地域に役立つ宝くじ助成

　
　中荒井集会センターは、昭和
46年の建築以来、地域コミュニ
ティの拠点として、各種の地域
イベントや住民活動に利用され
てきましたが、施設の老朽化が

目立つようになりました。
　そこで、中荒井地区では、地域の高齢化や
多発する自然災害等に備え、バリアフリーや
耐震補強を図ることを目的に、今年度、宝く
じ助成事業によりセンターの大規模改修を行
いました。
　今後も地域コミュニティの拠点として、よ
り一層のコミュニティ活動の充実・発展が期
待されます。

大規模改修された
中荒井地区の集会
施設
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光
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まちの文芸

　先月11日に行われた旧伊南小学校校舎でのイベント、「ありがとう
学び舎～大イチョウと伊南小校舎～」では企画から関わらせていただ
きました。私自身、小学校低学年のときに自分の母校が建て替えられ
ることが決まり、その記念のイベントを経験したことがありました。
その時、私が幼心に「校舎がなくなって寂しいけれど、イベントを機
にちゃんとお別れをできた」と感じたことは今でも心に残っています。
ここへ来て小学校が移転するという話を聞いて、ぜひこの小学校の児
童・卒業生とその家族、更には地域の方にもその想い出を作っていた
だきたい、味わっていただきたいと思ったことがきっかけでした。
　準備は大変だということは覚悟していましたが、実際にやってみな
ければわからなかったことばかりで、苦労をしたというよりはたくさ
ん学べたという感覚のほうが大きかったです。当日は最高に良い天候
となり、参加してくださった方も４歳の子供から80代のおじいちゃん
と、幅広い年齢層の方々にお越しいただき、盛況のうちに終了するこ
とができました。この場を借りて御礼申し上げます。

　昨年４月に南会津に来て、早くも１年が経とうとしています。この
１年はとても貴重な年になりました。ここへ来て１年ということは、
もうお別れの季節がやってきてしまいました。私は４月からは大学生
に戻ります。ここでの１年は皆さんのご協力、ご厚意によりとても素
晴らしい日々を送ることが出来ました。最後の学生生活に活かすこと、
また学生のうちに何度もこの地域を訪れることで、地域にも何かお返
しできたら良いなと考えています。　
　一人でこの地域に来たものの、皆さん家族のように温かく、全く寂
しさを感じませんでした。ここで体験させていただいたことは良き想
い出になるばかりか、必ず私の将来に役に立つと確信しています。
　本当にどうもありがとうございました。東京には行きますが、ここ
は私にとってのふるさとになりました。なにかとまだまだお世話にな
りに伺うつもりです。そうして戻ってきてお見かけした際には、どう
ぞよろしくお願いいたします。

緑のふるさと協力隊奮戦記 vol. 11
連　載
コラム

文・橋本和枝（緑のふるさと協力隊）

橋本 和枝　はしもと かずえ

Profile
1991年生まれ。東京都世田谷区出身。
１年間お世話になりました。
４月から大学生に戻ります。

１年間お世話になりました。 ▼

ご寄付ありがとうございます

（一般寄付）

　大 山  純 一　様　50 万円
　 　（道城）

団体名 代表者 連絡先

おくやま吟社 柏倉　清子 0241-62-1809

入会者を募集しています。詳しくは下記まで。
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ー
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の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
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２
月
11
日
、
旧
伊
南
小
学
校
の
校

舎
と
校
庭
に
お
い
て
、「
あ
り
が
と

う
学
び
舎
～
大
い
ち
ょ
う
と
伊
南
小

学
校
～
」
と
題
し
た
メ
モ
リ
ア
ル
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
南
小
学
校
は
、
大
い
ち
ょ
う
が

見
守
り
続
け
た
元
の
場
所
を
離
れ
、

旧
伊
南
中
学
校
校
舎
へ
移
転
し
ま
し

た
。
お
世
話
に
な
っ
た
旧
校
舎
と
大

い
ち
ょ
う
に
感
謝
を
す
る
た
め
、
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
緑
の
ふ
る

さ
と
協
力
隊
と
し
て
伊
南
地
域
で
活

動
す
る
橋
本
和
枝
さ
ん
が
企
画
、
伊

南
青
年
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

有
志
の
皆
さ
ん
が
賛
同
、
協
力
し
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
風
も
な
く
絶
好
の
晴
天
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
校
庭
で
は
雪
で
作

ら
れ
た
巨
大
な
滑
り
台
が
登
場
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
大
人
ま
で
、
多
く
の

皆
さ
ん
が
チ
ュ
ー
ブ
滑
り
や
そ
り
乗

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

校
舎
の
中
で
は
地
域
の
人
た
ち
の

想
い
を
寄
せ
書
き
し
、
昭
和
40
年
代

見
守
り
続
け
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う

か
ら
現
在
ま
で
の
伊
南
小
学
校
の
様

子
や
卒
業
生
の
写
真
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
懐
か
し
そ
う
に
写
真
を
眺

め
る
お
年
寄
り
や
、
楽
し
そ
う
に

当
時
の
思
い
出
で
盛
り
上
が
る

中
・
高
校
生
た
ち
が
印
象
的
で
し
た
。

　

夕
方
は
、
参
加
者
全
員
で
作
っ
た

灯
籠
や
か
ま
く
ら
に
灯
り
を
と
も
す

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
り
に
映
さ
れ

た
大
い
ち
ょ
う
は
、
幻
想
的
で
美
し

く
、
参
加
者
は
携
帯
電
話
や
カ
メ
ラ

で
そ
の
姿
を
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
い
ち
ょ
う
に
見
守
ら
れ
た
学
び

舎
、
伊
南
小
学
校
が
育
ん
で
き
た
地

域
の
「
絆
」
を
感
じ
る
１
日
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
学
び
舎

　
　
～
大
い
ち
ょ
う
と
伊
南
小
学
校
～


